
昭和三十年代、映画と映画の幕開に

形態模写などをおこなう芸人がいた。

映画の斜陽とともに消えていったその男と家族の

数奇な運命がいま、紡ぎだされる一一

佐々部清監督作品

伊藤歩藤井隆鶴田真由奥貫

津田寛治橋龍吾井上嘉之藤村志保夏八木勲
題歌「いつでも夢を J( ピクターエンタテインメント)/音楽:必原いくろう(オリジナルサウンドトラック:アール・アンド・シー)/プロデューサー.白井正明/原案:秋田光彦

監符・脚本・佐々部清/綴影-坂江正明/克術若松孝 l行/照明:守利賢一/録音:瀬川徹夫/助監管:山本亮/キャスティング.空間由美子

文部科学省選定作品(青年向、成人向、家庭向) 青少年映画審議会推選 第2回日本映画エンジェル大賞受賞作品

製作・「カーテンコール」製作委.Q会(シネムープ、コムストッ夕、日本テレビ放送網、衛星劇場、ジャパンホームビデオ、マックス・エ一、パップ、カルチュア・パプリッシャーズ、山円欽送、コード)/製作プロダクション:シネムープ

製作賛助:角川出版事業振興基金信託/協}]:プロデューサーズアカデミア、文化庁(平成16年度文化芸術綴興助成対象作品)/ノペライズ:角川文庫/メイキングDVD:パップ岨恥，J/配給:コムストックー

2004年/日本映画/カラー/ヴィスタサイズ 1: 1.85/ ドルビーSRD/ ヒ映時間 :111分/©rカーテンコール」製作委員会

www.curtaincall-movie.jp
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『チルソクの夏Jl!i'四日間の奇蹟』そして『カーテンコール』。

しい下関の情景をみずみずしく描く、佐々部清監督の下関三部作、ここに完結。

昌室温伊藤歩藤井隆鶴田真由奥

津田寛治橋龍吾井上奏之藤村志保夏八木勲

監暫・脚本:佐々部消/プロデューサー:白井正明/原案:秋田光彦/綴影:坂江正明

美術:若松;;:市/l損 I~] :守利賢一/録音:瀬川微犬/助監督:山本苑/キャスティング:空間山美子

二題歌『いつでも夢を~ (ビクターエンタテインメント)

音楽 :1藤原いくろう(オリジナルサウンドトラック:アール・アンド・シー)

ノベライズ:角川文庫/メイキングDVD:パップ側先必

監督:佐々部清

1958年 1 月 8 日生まれ、山口県下関市出身。明治大学文学部演劇科、日

映画学校、フリー助監督を経て、 02年『陽はまた昇る~ (日刊スポーツ

映画大賞石原裕次郎賞)で監督デビュー。以後、 03年『チルソクの夏』、

04年『半落ち~ (日本アカデミー賞最優秀作品賞)、 05年『四日間の奇蹟』

と立て続けにヒット作、話題作を手がける。現在日本で最も注目される

監督である。佐々部監督ホームページ www.sasabe.net

『いつでも夢をJ11r下町の太陽J11r網走番外地』・・-

昭和を彩った i挟繭とともに懐かしいあの頃がよみがえります。

本編に登場するたくさんの名作映凶。それらは峡樹が庶民の負妓主大の娯楽で

あつた時代に生きた人々の心に焼きイ付王ぜ fいている作 l品5弘bばかりです。 H附G和

年代から問十 f年ド代にかけての J拙h前:写にはモノト一ン映像が{使吏われますが、ス

クリ}ンには E日!本映 1商明酎 iの数々が鮮やかなカラ一でで、浮かび上がり仏、懐かしの

歌締曲とともにあの頃がよみがえります。貧しくても濯しくみんな元気

だ、った昭和のあの頃、そして現代の家族を物語るのは、『チルソクの夏』で

日韓の微妙な人間関係を暖かく見つめ、 W.'¥ 滋ち』で第 28 四日本アカデミー

，同級優秀作品質を受賞、そして『問日間の奇蹟』と、近年感動作を般におくり

tB し続けている佐々部消監督。小津安二郎、 ILJIII 洋次に続く、親子の関係を

了i釈に揃き抑し付げのない静かな感動を呼び起こす映 i菌作家の最新作です。

昭和四十年代の中頃まで、映画と映画の幕開に形態模写をやったり、

ギターを弾いて歌を歌ったりして、お客を喜ばす芸人さんがいました。

東京の出版社に勤める苔織はふとした事件をきっかけに九州のタウン誌

に異動を命ぜられる。そこに届いた一通のはがき。このはがきには映商館

での懐かしい思い出が綴られていた。その取材のため古くからの映商館

みなと劇場を訪れた香織は、その映函館で昭和の映画全盛の時代に幕開

芸人として生きた男、安川修平とその家族について話を聞かされる。いつ

でも笑顔でお客を楽しませていた修平だが映画興行の斜陽とともに家族

三人の生活は次第に困窮していった。

泣きたくなるほど楽しかったあの頃、お父さんがそばにいてくれたから。

この家族の数奇な運命に心動かされ親子探しの旅に出た香織は、ついに

娘美里と出会い親子のその後を知ることになる。「いい子でいればすぐに

迎えに来る J と言葉を残し去っていった父。その言葉を信じ待ち続けた穴

のもとに父が迎えにくることはなかった。「会いとうない J 本当はたま

らなく会いたいのに今でも父修平を許せない美盟の心はかたくなだ、った。

lのおを聞く香織は、疎遠になっている自分自身の父との関係を見つ

めなおすことになる。そして修平と世

4を再会させるため喬織は一人、

海を渡るが・・・


